


























の違いによる分類は半田によって明らかにされたと言え が、 『寂蓮集』 根幹を成す①②の家集 ついては、 成り立ちや性格が、まだ十分に検討し尽くされたとは言え い ① 部類本は自撰である上に、寿永百首家集群に関する研究も進展していて、その性格はまだしも明確だが、 ②の雑纂本 （特に②のみを内容とする伝 群） 、重出歌を多く含むなど未整理な印象が強いためか、注意を払われることが少なく、集としての性格も明らかにされ とは言 難 。
　ところで、この雑纂本のみを構成要素とする『寂蓮集』の一本 、











が存することは久曽神著書が指摘し、また半田著書も久曽神著書に拠り「高松宮家蔵Ａ本」と同じ分類項目の中に「冷泉家蔵本」の存在を記してい 高松宮Ａ本はその形態や伝来から見て、この冷泉家本『寂蓮集』 深く関連する伝本と推測される。本は雑纂本『寂蓮集』の原態を解き明かす鍵となる伝本と想定されるが、存在のみは知られ ものの、 『冷泉家時雨亭叢書』等にも影印が入らない。冷泉家本の実体が確認しえない現時点において、高松宮Ａ本は雑纂本『寂蓮集』 性格を考察する際に、もっとも有力な材料となると言えよう。
　以下、本稿ではこの高松宮Ａ本の本文および構成を検討しなが












































」 、 「信宗日宗」 （傍
点稿者）等の箇所は文意不通であり、Ａ本の本文に就いて初めてその内容が理解できる。Ａ本二十二丁オモテでは行取りに沿って上から下へ読み進めるというよりも、 むしろ「春誓法橋／供送之」「窓信僧都／以之書写也」の二行ずつのブロックが上下二段に重ねられているような書き方がなされてお 、春誓法橋が手許にあった『寂蓮集』を提供し、それを窓信僧都が書写したという伝写の経緯がより明確に読み取れる。春誓はすでに指摘があるごとく、寂蓮の遺志を継 で新撰深窓集という私撰集の編纂を終功した人物で、こ 人物の許に雑纂本『寂蓮集』があったことは十分な必然性がある。すなわち、Ａ本 奥書は雑纂本『寂蓮集』 生成と伝来の経緯を正確に伝えていると推測さ の あ 後半部分も、弘安四年夏に大原野禅尼本を善峯寺信宗闍梨に書写させたことがよく理解できる。奥書か 見る限り、Ａ本 近世初期の写本ではあるものの、転写による本文の改変の程度は小さく、雑纂本が生成した際の原態を比較的 く保持し 言えよう。
　また、Ａ本の二十二丁ウラ左下隅には「幸仁」印、後表紙見返


















*5、右に挙げた高松宮Ａ本 ・ Ｂ本 ・
書陵部本の三伝本は、伝来から見て相互にきわめて近い関係にあると言える。
　さらに、高松宮Ａ本と同系の、雑纂本からのみ成る『寂蓮集』
















松平本がＡ本と極めて近い本文を有することについて 半田著にも指摘がある。奥書が先に見た高松宮Ａ本と極めて近く、Ａ本の系統の忠実な写しであることが看取されるが なお、 「善峯寺信宗圓景」 箇所や微妙な字配りなどに相違する点が認められる。重ねて記される「写 云」の字句も、Ａ本の段階から転 を重ねた伝本であることを推測させよう。
　さて、以下では高松宮Ａ本と右の三伝本について、雑纂本の部
分に限定して比較対照していく。歌番号は 『私家集大成』 所収 「寂蓮Ⅱ」 、すなわち高松宮Ｂ本 基準とす が、若干の問題が残る。
高松宮Ａ本と松平本は雑纂本二九五首のみからなるが、高松宮Ｂ本と書陵部本では雑纂 箇所は伝本の一部分であり、特に 部類本の後に雑纂本が付いた形態の書陵部 では、他の三本と歌番号が異なるからである。本稿では、書陵部本の歌番号は『新編国大観』第四巻所収「寂蓮法師集」に従って示す。すなわち、書陵部本では
110番〜
386番が比較検討の対象となる。また、 高松宮Ａ本 ・
































イ 　Ａ本 　　文治六年 　　句題百首 　　左大将實定 　　伊綱



















































































は、降り始めた頃には水たまり あちこちに散在していたが、雨の続く五月雨の時期には水たまりが一つ 連続して見える、という内容である。結句は「五月雨の比」 「五月雨の空」のいずれでも通り、Ｂ本・書本の「五月雨の空」の方が、前後 即き ぎ新鮮な印象を与えるとも言えるが、和歌的文脈に沿った措辞を考えれば、Ａ本の「五月雨の比」が穏当であろう。
　以上のように、和歌本文の点から見ても、Ａ はＢ本よりも妥








較すると、Ａ本には存在するがＢ本では同じ位置に当該歌 存在しない場合が二十七例ある その一覧を付表のア・イの欄に示した。以下では各歌を表の左端に付したａ〜αの記号によって指し示す。これらの歌は付表オ欄に示した如く、ａｂｄｆｉｓを除二十二例が、Ａ本内の別の箇所 重載されている。また イ欄濃い網掛けを施 たように、ｆとｉ、ｎとｔが重複するが、ｎｔの「月きよみ」歌はオ欄に示したように
94番にも入る。三箇所に
重載される歌はこの一例のみだが、半田著書の「重出歌が多く、整備された本文とは言い難い」と 指摘はこの表からも肯われ
ア イ ウ エ オ カ
歌の位置 初句 書本 肩　　　注 Ａ 本 内 重複分の有無Ａ本 松平本 重複状況 Ｂ本 書本
ａ 15の次 なかめつる 125 ナシ ナシ × ─ ─
ｂ 31の次 あきといへと 142 ナシ ナシ × ─ ─
ｃ 41の次 雲きゆる 153 ナシ ナシ 258 258 376
ｄ 153の次 うしのこに 266 ナシ ナシ × ─ ─
ｅ 156の次 さとはあれぬ × 両書 両書 76 76 188
ｆ 160の次 こはき咲 274 ナシ ナシ ×（189の次） ×（299） 305
ｇ 164の次 降雪に 279 ナシ ナシ 4 4 113
ｈ 167の次 東路を × 在前 在前 115 115 227
ｉ 189の次 こはき咲 305 ナシ ナシ ×（160の次） × 274
ｊ 192の次① 色はみな × ナシ 有端 1 1 110
ｋ 192の次② 尋入 × ナシ 有端 32 32 143
ｌ 192の次③ あくかれし × ナシ 有端 33 33 144
ｍ 195の次① をしか鳴 × ナシ 有端 3 3 112
ｎ 195の次② 月きよみ × ナシ 同 94 94 206
ｏ 197の次 須まの浦の 314 ナシ 有前 36 36 147
ｐ 202の次 独ねの × 有端 有端 90 90 202
ｑ 209の次 しかの浦 × 在前 有前 120 120 232
ｒ 237の次 いつもかは × 有端 （合点ｱﾘ） 203 203 320
ｓ 245の次① うきみいま × ナシ ナシ × ─ ─
ｔ 245の次② 月きよみ × 有端 有端 94 94 206
ｕ 245の次③ 故郷に × ナシ ナシ 95 95 207
ｖ 245の次④ うの花の × 有端 有端 18 18 128
ｗ 245の次⑤ よをのこす × 有端 有端 19 19 129
ｘ 249の次① ほのかにも × 在前 有前 20 20 130
ｙ 249の次② 秋の色も × 在前 同 21 21 131
ｚ 252の次① 秋かせも 370 ナシ ナシ 22 22 132




































































































異なっているのも 右に見た〈整備〉作業のルール もたらした結果であろう。Ａ本 冒頭部１〜５番歌は、ス　五首和歌

















































































































































































































































































合開催の時日はこの歌合本文 従 た。また、 この本文により、 歌題は 「暁聞郭公」 「松風暮涼」 「遇不逢恋」の三題であ た とが知られる。高松宮Ａ本は
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